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一般社団法人 日本結核・非結核性抗酸菌症学会 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）と BCG ワクチンの接種に関して 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のまん延は、全世界で極めて深刻な状況と

なっております。国内では、公衆衛生、医療に携わる皆様の必死の努力にもかかわらず、

都市部を中心に感染者数、死亡者数が急増している状況にあります。 

結核予防のために接種されている BCG ワクチンにつきましては、結核以外のさまざま

な病原体に対する抵抗性を一時的に強化する報告が散見され、最近では自然免疫記憶と

呼ばれる比較的新しい概念に基づく学問的な追及が行われております 1,2)。また、今般、

複数の国で医療従事者などを対象とした BCG ワクチン接種を実施し、COVID-19 に対する

抵抗性を評価する臨床研究が立ち上げられていると報道されております 1.3)。 

このような状況において、国内でも COVID−19に対する BCGワクチン接種に関する

問い合わせや医療機関における接種の希望が寄せられていると聞いております。 

このような動きに対し、日本結核・非結核性抗酸菌症学会は現時点における見解とし

て以下のような留意点を表明します。 

 

1. 新型コロナウイルスの感染あるいは感染症の重症化抑制に BCG ワクチンが有効であるか

否かについては、科学的な証明がまだない。従って、現時点では、新型コロナウイルス

感染症対策を目的とした使用は推奨できない。 

2. BCG 菌は有効性が明らかである結核予防のための乳幼児へ BCG ワクチン及び膀胱がんに罹

患している人への治療製剤のために製剤への使用が優先されるべきである。ワクチンの性

質から急な増産は不可能であり、それ以外の目的に供給できる量は極めて限られている。 

3. BCG は生ワクチンであるため、高齢者、免疫力の乏しい易感染者に接種することで、BCG

自体による全身性感染症を含む、重篤な副反応が生じる事例がある。 

4. BCG ワクチンは結核既感染者に接種すると、接種部位に著しい発赤や潰瘍を生じることが

ある(コッホ現象）。日本の 80 歳前後の年代では 3 分の１程度が結核既感染者と推定され

ることが多い。 

 

この未曾有の危機に対して、本学会として可能な限りの貢献をするために尽力してまいり

たいと考えております。本件に関しても新たな知見が得られた場合は迅速にご報告します。 
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